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◆ 介護保険法第115条の45第2項第4号・・・地域支援事業 在宅医療・介護連携推進事業
◆ 地域支援事業実施要綱

別記3 包括的支援事業(社会保障充実分)
└ 1 在宅医療・介護連携推進事業

└ (3) 事業内容 イ 在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討
地域の医療・介護関係者等が参画する会議を開催し、在宅医療・介護連携の現状の把握と
課題の抽出、解決策等の検討を行う。

１ 在宅医療及び在宅介護の連携の推進に関する事項について調査審議すること。
２ 在宅医療及び在宅介護の連携の推進に係る関係機関及び関係団体との連絡調整を図ること。

企画部会
＜事業の企画に関すること＞

企画部会
＜事業の企画に関すること＞

情報共有部会
＜情報の共有に関すること＞

情報共有部会
＜情報の共有に関すること＞

啓発研修部会
＜研修の実践に関すること＞

啓発研修部会
＜研修の実践に関すること＞

地域支援部会
＜地域の活動に関すること＞

地域支援部会
＜地域の活動に関すること＞
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◆ 地方自治法第138条の４第3項･･･市の附属機関
◆ 静岡市附属機関設置条例（～H29年度までは静岡市在宅医療・介護連携協議会要綱）
◆ 静岡市在宅医療・介護連携協議会部会設置規則
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１ 静岡市在宅医療・介護連携協議会及び部会

学識経験者1
静岡市静岡医師会2
静岡市清水医師会3
静岡歯科医師会        ※R8,9年度は清水歯科医師会4
清水薬剤師会          ※R8,9年度は静岡市薬剤師会5
静岡市訪問看護ステーション連絡会6
静岡市ケアマネット協会7
清水介護保険事業者連絡会 ※R8,9年度は静岡市介護保険事業者連絡協議会8
静岡県医療ソーシャルワーカー協会9
静岡県リハビリテーション専門職団体協議会10
地域包括支援センター11
静岡県立大学12
静岡市立静岡病院13
市民委員14
市民委員15



１ 静岡市在宅医療・介護連携協議会及び部会

Ｒ
７
年
度
計
画

主な議題開催月日回数

・令和７年度事業計画に関する協議6/4、3月中旬２回協議会

・在宅医療の提供と連携に関する実態調査に関する協議6/26、２月上旬２回
（合同）

企画部会
情報共有部会

・ACPの理解促進に係る地域の活動に関する協議7/28、12月上旬２回
（合同）

啓発研修部会
地域支援部会

※静岡市健康⾧寿・誰もが活躍の
まちづくり計画の全体像

（静岡市健康⾧寿・誰もが活躍の
まちづくり計画p17）

【山頂】:医療・介護の専門職の連携による支援



・静岡医師会及び清水医師会に、医療・介護・福祉スーパーバイザー各１名の配置を継続し、相談対応、関係機関等との調
整を行う。

・各スーパーバイザーと市担当者による担当者連絡会を開催し、情報共有を図る。

２ 医療・介護・福祉スーパーバイザー人材配置事業

（１）在宅医等養成研修事業（両医師会と調整）
・年６回開催予定。
・医師や専門職を対象に在宅医療に関心を持ってもらえる取組を研修内容とし、進めていく。
・在宅医療を行っている医師に同行する研修等について、両医師会と協議し実施する。

（２）専門職対象研修（11月頃）
・年２回開催予定。
・啓発研修部会・地域支援部会で詳細を協議する。

（３）市民対象普及啓発（随時）
・ACPの普及啓発、エンディングノートの修正案作成及び配布。
・啓発研修部会・地域支援部会で詳細を協議する。
・「よくわかる在宅医療・介護」を作成及び配布

（４）在宅医療・介護出前講座（随時）
・開催希望団体から随時開催を受け付け、講師とのマッチングにより講師を派遣する。
・テーマは「よくわかる在宅医療・介護」と題し、専門職の立場からの在宅医療の普及啓発を図る。
・令和６年度から、エンディングノートについてもテーマに加えている。

３ 専門職や市民を対象とした研修会等



（１）目的
・在宅医療・介護連携の推進に向けた基礎資料とするため、医療機関及び介護事業所を対象に、在宅医療・在宅
介護に関する運営体制や提供サービスの状況、並びに各機関間の連携状況や課題を把握する。
・調査結果に基づき、これまでの取組を検証するとともに、2040年に高齢者数がピークを迎える社会情勢を見据え、
持続可能な支援体制の構築に資する今後の施策検討に活用する。
※前回実施:令和４年度
※集計結果は、令和８年度に改訂予定の「静岡市健康⾧寿のまちづくり計画」にも活用するほか、市HPにて公開予定。

（２）調査対象
・調査票１:病院、医科診療所（有床・無床）
・調査票２:歯科診療所
・調査票３:薬局
・調査票４:訪問看護ST、定期巡回・随時対応型訪問介護看護、看護小規模多機能型居宅介護、訪問リハ
・調査票５:訪問介護、通所リハ、通所介護、認知症対応型共同生活介護
・調査票６:居宅介護支援事業所

（３）調査項目（案）
・在宅医療・介護サービスの実施状況 ・医療・介護・福祉スーパーバイザーについて
・医療・介護連携の実施状況 ・情報共有ツールについて
・終末期医療について ・退院前カンファレンス、サービス担当者会議への参加状況 等

（４）スケジュール
・～８月 企画・情報共有部会中心に調査内容の検討、調査会社と契約
・９～１月 調査実施、回収、集計、分析
・２～３月 企画・情報共有部会及び在宅医療・介護連携協議会にて調査結果を報告

４ 在宅医療・介護の提供と連携に関する実態調査



（５）庁内他課調査結果の補完的活用
・在宅医療・介護連携の実態を多角的に把握するため、今年度、以下の調査結果も参考とする 。

・上記の調査には例年、「最期を迎えたい場所」や「在宅限界点に影響を与える要因」等に関する設問が含まれており、
その結果については本調査の参考資料として活用する。

（６）医療・介護関連データの補完的活用
・アンケート調査は現場の主観的な評価や認識を把握できる一方、サービス提供の実態を的確に捉えるには、客観的な
データ 活用も有効であるため、調査結果の補完として、以下のデータを参考資料として活用予定。
・活用を予定している主なデータ

①市が閲覧可能な医療・介護関連データ（国保・後期・介護）
②国公開データ（NDBオープンデータ、人口動態調査、医療情報ネット（ナビィ）等）
③国・県等が実施した類似調査の結果等

・分析を予定している内容（案）
①在宅医療の患者実績データ分析（患者数、実績回数、介護サービスとの併用状況等）
②入退院時の連携状況（加算取得状況等）
③医療・介護資源の状況等

４ 在宅医療・介護の提供と連携に関する実態調査

在宅介護実態調査介護予防・日常生活圏域ニーズ調査

在宅生活継続や介護者の就労継続に有効
な介護サービスのあり方検討

社会参加状況や地域課題の把握目的

65歳以上で在宅介護を受けている方とその
介護者・2,000人

65歳以上の元気高齢者～要支援２まで・
10,000人対象

介護保険課高齢者福祉課担当課



（R5.8.30開催 第222回社会保障審議会介護給付費分科会 資料２p23）



（R7.4.3開催 第193回社会保障審議会医療保険部会 資料5p1）



（R7.4.3開催 第193回社会保障審議会医療保険部会 資料5p2）
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単位:人
静岡市の年齢別人口推計

85歳- 75-84歳 65-74歳 15-64歳 0-14歳

要支援・要介護認定者数
43,382人 44,747人 45,125人 43,136人

出典:人口は静岡市企画課、要支援・要介護認定者は静岡市介護保険課

実績 推計→



出典:実績は国保及び後期高齢者医療データ（在宅患者訪問診療料（１）（２））
推計は「在宅医療提供体制に係る将来推計調査報告書」（富士通株式会社.2020.12).シズケアサポートセンター委託
p19「高位推計（訪問診療のみ）」 ※R8年度の医療計画見直しの中で示される可能性有
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静岡市の訪問診療推計

65歳未満 65歳以上75歳未満 75歳以上85歳未満 85歳以上

←実績 推計→

単位:人

・5,693人、8,925件
・医療機関数:234機関

うち月100人以上 :13機関
うち月10人以上100人未満:37機関
うち月10人未満 :184機関




